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第 3 章では、『マオ II~ を取り上げ、グローパノレなマス・メディアと中東との関係を、
ピ、ル・グレイによるベイルートへの旅の意義を踏まえて検討している。従来の批評の枠
組みを大きく組み替え、「第三世界jのカリスマ的指導者たちがグローバルなメディア
に組み込まれると同時に、それに完全に支配されない緊張した状況を産み出しつつも、
支配的言説による中東の公認イメージを反復してしまっているという主張は、ポストコ
ロニアノレ理論に的確に裏打ちされており、一定の説得力をもっ。 r群衆Jに対するアン
ピヴアレントな感情や、黙示録的・終末論的なヴィジョンや、カレンの扱いに関しては、
若干議論の余地が残るが、ラストシーンにおける、イメージの裂け目から可視化される
オルタナティヴな中東の歴史、並びにグローパノレなメディア表象と「第三世界Jの他者
のせめぎあいに関する分析は、綴密なテクストの読みを感じさせる。
『アンダ}ワールド』における冷戦、グローパリゼ}ション、ブロンクスと題された
第4章では、 20世紀後半のアメリカ一史を射程に入れたデリーロの大作が、「カウンター
ヒストリ-Jをキーワードとして、人種的他者の視点から分析されている。プロローグ
において、アフリカ系アメリカ人の少年コッター・マーティンが、歴史的な野球の試合
でホームランボ}ノレを摺んだ冷戦開始時においては、人種的他者の境界線は明確である
が、ヒスパニック系グラフィティ・アーテイストのイスミアル・ムニョスがブロンクス
で活動するグローパリゼーションの時代においてはその境界性は暖昧となるという主
張は、冷戦時代に超越的な秩序を希求したエドガー・フーヴァーとシスター・エドガー
の二人に対する、イスミアルの営為を論じる際、有効な議論の枠組みを提供している。
市場に組み込まれないにもかかわらず、グローパルな市場に積極的に参加しようとする
イスミアルが、グローパルな繋がりを占有する、トランスナショナノレでハイブリッドな
他者を体現しているという主張は、本論文全体の文脈においても妥当性をもっ。
『ボデ、ィ・アーテイスト』におけるハイブリッドな他者への帝国的欲望を論じた第5
章では、前章とは異なった角度から、歴史的コンテクストを削ぎ落とし逆説的に入間の
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身体性を浮き彫りにしたデリーロの言語の政治学を、周到なテクスト分析を通じて鮮や
かに浮き彫りにすることに成功している。透明なメディア的身体を構築することで死を
超越しようとするボディ・アーテイスト、ローレン・ハートケが、時間、空間、性の境
界線をラデイカルに揺さぶるハイブリッドな他者「ミスター・タトノレ」と遭遇し、帝国
的欲望を抱きつつ支配しようとするものの、自己と他者の境界線を不安定にする不可解
な言語を通じて支配、被支配の関係が転覆していくプロセスが丹念に論じられている。
一人芝居『ボ、デ、ィ・タイム』を経℃、彼女が身体を通じて歴史を体感するラストシーン
を分析することにより、デリーロの言語が、世界を構築すると同時に内部から亀裂を生
じさせ、身体性や時間性を喚起するという魅力的な結論を導き出している。
『コズモポリス』における帝国的未来とテロリズムと題された最終章は、本論文を締
め括るに相応しい重厚さを備えている。瞬時にして世界を植民地化するサイパ}・キャ
ヒ。タルを操り、アメリカ的未来の象徴とも言うべきエリック・パッカ}のマゾヒスティ
ックなマンハッタン横断の一日を辿ることにより、いかに彼が、帝国的未来の自壊を示
し、生きられた身体や時間を獲得するかを綴密に論証している。グローパリゼーション
における非対称性や唆味性、換言すればグローパリゼ}ションが産み出す、帝国的未来
とは逆の、差異に彩られ他者がせめぎあうトランスナショナノレなハイブリッド性こそが、
帝国的未来の崩壊を引き起こすという結論は、 9・11の痕跡を諮り直し、検証すると
いう意味においても、有意義な論点を提起している。
結論部において本論文は、デリーロの描くアメリカが、グ、ローパリゼーションの内部
にトランスナショナルでハイブリッドな他者と向き合う交渉や闘争の場を内包し、絶え
間なく産み出される差異を通じて、身体性を苧んだ生きられた歴史性を取り戻している
という結論を導き出す。その際、透明な媒体になることに抵抗するデリーロの言語が、
文化の翻訳不可能性を提示しつつ、グローパノレな意識に裂け目を生じさせることによっ
て歴史を諮り直し、現代文学・文化理論の再考の場を提供するという考察は、デリーロ
研究からサノレマン・ノレシュデ、イ研究へと大胆に架橋を試みる論者の今後の研究の展望に
有効な視座を提供するものである。
以上概観してきたように、ポストコロニアル理論には様々な立場が含まれるが、最新
の文学・文化研究の成果を幅広く吸収した本論文は、特にホーミ・パーパとガヤトリ・
スピヴ、アツクの理論に負うところが大きい。理論とテクスト分析のバランスがよく図ら
れた本論文は、これらの理論を単に公式的に適用するのではなく、これらの理論家のも
つ‘とも中核的な部分(パーパにおける「境界Jや「ハイブリッド性jの概念、スピヴァ
ックが提起した「サパルタンの表象Jの問題など)を十分に阻暢し、自分のものとした
上で、それをテクスト分析に柔軟に活用している点でも、デリーロ研究における類のな
い学際的業績として高く評価することができる。
また、ポストコロニアノレ的視点とグローパリゼーション状況との接続という本論文の
試みも注目に値する。この課題は、現在のポストコロニアノレ理論における最も重要な課
題のひとつと言える。本論文の場合、これはおもに、ハート/ネグリの『帝国』を理論
的な支えとして進められているが、このような補助線を引くことにより、 「ポストコロ
ニアルjは、アメリカという「帝国J自身にも内在し、その一枚岩的な支配体制を内破
させる「超国籍的でハイブリッドな他者Jとして捉えられることになる。つまり、 「支
配者Jと「被支配者jとが、古典的なポストコロニアル理論で、描写されてきたような「内J
と「外jの明確な境界を失い、同じ時間と場所、場合によっては一人の人間の中に内在
するグローパリゼーション下の状況が巧みに捉えられていると言える。
審議の過程において、学問的立場から石割委員より異論が提示されたが、他の四人の
審査委員は、本論文が、論全体の独創的な枠組みと各論の展開、並びに検証の綿密さに
おいて相応の水準に十分到達した好論文であると判断した。その際の審査委員の議論を
踏まえ、今後の課題として、建設的な立場から、次のことを指摘しておきたい。まず、
「ポストコロニアノレJから「グローパノレ」への転換というマクロ的な視座に立った結果、
「ポストコロニアノレな他者Jと「ハイブリッドな他者Jとの区分けが媛昧になり、 「他
者j と「帝国jや「群衆Jとの関係が必ずしも十分に描き切れていないのではないか。
また、批評や理論の引用並びに論述の方法において、一層踏み込んだ論考の肉付けを要
する箇所が見られるのではないか。さらに論証の過程で、 f第三世界Jに対する論者の
理想主義がときおり表出し、議論の妨げになりかねない点に関しては、今後の研鎖を期
待したい。
しかしながら、これらの課題は、野心的なグランドデザインに基づき完成された本論
文の射程の大きさと表裏一体をなしていることもまた事実であり、本論文の学術的意義
を減じるものではない。大部のテクストと膨大な批評理論の文献を読みこなし、最新の
方法論に依拠しつつ、新機軸を打ち出した本論文が、学術性と独創性に富む論考である
ことは、既に本論文の数章が、審査を経て日本英文学会、日本アメリカ文学会の全国大
会等において口頭発表され、学会機関誌『関西アメリカ文学』等にも掲載されたことが
何よりもその証左となっている。
専らポストモダン・アメリカ文学のコンテクストで論じられることの多かったデリー
ロのテクストを、理論的な枠組みとして一貫してポストコロニアル的視点から解読した
本論の試みは、斬新かっ独創的な方法論で新領域を切り拓く雄大な構想と創見に満ちた
論理構築において、多大の学術的貢献を果すものである。カルチュラノレスタディーズの
成果を十分に取り入れつつ、デリーロのテクストの鍛密な読み直しを通じて、彼の文学
を従来のアメリカ文学のキャノンとは別の批評的コンテタストに定位しようとする本
研究は、デリーロ研究のあり方を根源的に間い直しているのみならず、現代アメリカ文
学研究のパラダイム転換を果敢に模索する論考として高く評価できる。
これらを総合的に判断し、本審査委員会は、本博士号請求論文が、博士(言語文化学)
の称号を与えるのに相応しい業績であるとの結論に達した。
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